
金
基
金
へ
の
加
入
促
進
。

一
、
そ
の
他
当
協
議
会
と

し
て
目
的
達
成
の
た
め

の
必
要
事
業
。

以
上
の
方
針
を
掲
げ
幕

を
閉
じ
た
が
、
相
互
交
流

の
親
交
を
密
に
し
よ
う
と

板(1)平成８年５月１５日 第３０５号

懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。
日

頃
は
地
域
に
よ
る
格
差
が

生
じ
、
共
通
点
が
見
い
出

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
お
互

に
理
解
感
と
友
好
を
深
め
、

又
の
再
会
を
約
し
て
散
会

と
な
っ
た
。
沼
樺

愛
板
工
業
組
合
は
４
月

５
日
、
平
野
理
事
長
は
じ

め
副
理
事
長
、
常
務
理
事
、

監
事
、
総
務
委
員
、
各
位

の
出
席
を
得
て
、
年
度
末

に
関
わ
る
各
種
審
議
の
た

め
合
同
会
議
を
開
催
し
た
。

今
年
度
は
組
合
創
立
三
十

周
年
に
あ
た
り
、
総
代
会

後
の
七
月
頃
か
ら
、
記
念

事
業
と
し
て
「
労
働
環
境

改
善
調
査
事
業
」
を
取
り

組
ん
だ
た
め
、
四
半
期
ご

と
に
開
か
れ
る
予
定
の
常

務
理
事
会
・
理
事
会
が
七

月
に
開
か
れ
て
以
来
の
会

議
と
な
っ
た
。
七
年
度
の

組
合
事
業
を
振
り
返
り
み

れ
ば
「
教
育
研
修
事
業
」

機
関
紙
等
「
情
報
提
供
事

業
」
は
そ
れ
な
り
の
成
果

は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
重

点
事
業
で
あ
っ
た
「
共
同

保
証
事
業
」
は
取
り
組
み

が
甘
く
実
績
が
上
が
っ
て

い
な
い
。
ま
た
「
厚
生
事

業
」
の
う
ち
全
板
国
民
年

平
成
七
年
度
を
締
め
く
く
る

鵬
洲
測
騨
合
同
会
議
開
く

＆
ザ
ー
ム
▼
Ｊ
ｊ
－
ｐ
Ｉ
Ａ
②
▽
，
Ａ
Ｔ
〃
凸
エ
■
Ｊ
Ｄ
ｔ
Ｑ
４
回
画
ｒ
Ｐ
型
Ｔ
ｊ
Ａ
画
口
９
．
込
Ｔ
４
｜
■
７
４
画
Ｔ
国
Ⅱ
且
一
画
▽
，
在
で
〃
４
ｍ
▼
ｆ
上
西
つ
り
旦
国
７
Ａ
７
Ｊ
△
■
７
４
富
〃
一
凸
▼
’
土
竜
亭
’
且
■
７
也
守
－
Ａ
▽
１
４
軍
寸
，
△
画
７
，
土
一
一
；
△
品
７
・
会
。
，
ロ
四
Ｆ
．
Ｉ
率
一
・
Ｊ
＆
７
．
星
『
。
〃
＆
Ｕ
Ｊ
Ｑ
１
一
一
。
Ⅱ
“
・
７
．
二
藍
ロ
ー
凸
固
▼
ｒ
４
甲

つ
ぐ
ウ
ぐ
っ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
つ
ぐ
ウ
ｃ
つ
ぐ
つ
ぐ
つ
ぐ
う
ぐ
り
ぐ
り
ｃ
９
ｃ
Ｄ
ぐ
っ
ぐ
り
ぐ
り
ぐ
り
ぐ
り
０
句
Ｃ
⑪
Ｃ
つ
ぐ
う
ぐ

こ
れ
ま
で
に
も
色
々
の

組
合
を
見
て
き
ま
し
た
が
、

組
合
活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化
、

硬
直
化
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

先
日
も
、
愛
知
県
板
金

訓
練
校
の
終
了
・
入
校
式

に
参
列
さ
せ
て
頂
く
機
会

を
得
ま
し
た
が
、
若
い
人

が
一
生
懸
命
に
技
術
の
修

得
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
の

を
見
て
、
感
激
し
ま
し
た
。

特
に
、
今
年
は
入
校
生

が
多
く
力
強
い
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
過
日
、
Ｍ

日
に
全
板
大
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ

の
参
加
者
の
多
さ
に
も
驚

き
ま
し
た
。

こ
の
点
で
大
変
や
り
が

い
の
あ
る
組
合
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
く
組
合
の
仕

事
を
覚
え
、
組
合
員
の
方

と
一
人
で
も
多
く
知
り

合
っ
て
板
金
組
合
の
益
々

の
発
展
に
向
け
て
鋭
意
努

力
す
る
所
存
で
す
の
で
、

今
後
共
ご
指
導
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

‘鋒

金
基
金
に
七
年
度
は
一
人

の
加
入
者
も
な
く
、
中
部

七
県
板
の
中
で
は
最
低
で

努
力
不
足
の
結
果
と
な
っ

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
今

年
度
の
組
合
事
業
の
停
滞

の
一
つ
に
「
労
改
調
査
事

業
」
に
偏
り
過
ぎ
た
こ
と

が
起
因
し
て
お
り
、
今
後

の
組
合
事
業
推
進
の
在
り

方
を
考
え
る
反
省
材
料
と

な
っ
た
。
以
下
合
同
会
議

の
主
な
議
題
で
あ
る
。
な

お
会
議
の
冒
頭
で
平
野
理

事
長
よ
り
、
事
務
局
長
交

代
が
報
告
さ
れ
、
昭
和
六

十
年
四
月
よ
り
事
務
局
長

・
専
務
理
事
と
し
て
十
一

年
間
に
亘
り
組
合
運
営
に

活
躍
さ
れ
て
来
た
、
早
川

孟
夫
氏
が
退
任
し
、
事
務

局
長
に
吉
田
政
次
氏
が
就

任
し
た
。

（
挨
拶
略
歴
は
別
項
に
有
）

＊
事
務
局
長
交
代

早
川
孟
夫
氏
退
任

平
成
八
年
三
月
三
一
日

新
任
事
務
局
長
の
ご
挨
拶

心
⑪
ぐ
つ
Ｃ
つ
ぐ
９
Ｃ
Ｄ
ぐ
つ
ｃ
う
ぐ
う
ぐ
Ｄ
ぐ
り
ぐ
り
ぐ
う
心

吉
田
政
次
氏
新
任

平
成
八
年
四
月
一
日

＊
全
板
大
会

大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

平
成
八
年
五
月
十
四
日

県
板
コ
ー
ス
一
一
○
名

支
部
単
独
コ
ー
ス

一
三
○
名
参
加

＊
総
代
会
逓
信
会
館

平
成
八
年
五
月
二
三
日

総
代
会
終
了
後
「
労
働

環
境
改
善
調
査
事
業
」

報
告
会
大
野
先
生
、

新
任
・
退
任
事
務
局
長

の
歓
送
迎
を
兼
ね
た
懇

親
会
を
行
う
。
会
費
五

千
円

＊
賦
課
金
値
上
げ
の
件

愛
知
県
板
の
賦
課
金
は

十
五
年
来
据
え
置
か
れ

て
い
る
が
、
全
板
連
の

負
担
金
が
続
け
て
値
上

げ
さ
れ
た
事
と
諸
情
勢

の
変
革
に
よ
り
、
二
年

後
を
め
ど
に
値
上
げ
に

向
け
た
協
議
を
重
ね
理

解
を
深
め
る
。
値
上
げ

は
月
額
一
千
円
の
見
込

み
だ
が
値
上
げ
巾
を
出

来
る
だ
け
押
さ
え
る
た

め
ま
た
公
平
を
期
す
る

た
め
愛
板
共
済
の
加
入

者
を
増
や
し
て
行
き
た

愛
板

知県

金工業組合

中
部
板
金
工
業
組
合
協

議
会
（
宇
野
万
木
男
）
で

は
、
去
る
４
月
妬
日
剛
１

時
帥
分
よ
り
静
岡
駅
前
の

日
興
会
館
に
於
い
て
、
第

皿
回
目
の
総
代
会
を
催
し

た
。

恒
例
に
な
っ
て
い
る
会

場
の
設
営
は
、
輪
番
制
を

用
い
、
静
岡
県
板
担
当
と

な
り
、
来
年
は
富
山
県
板

担
当
と
の
事
で
あ
る
。

来
賓
に
は
全
板
連
の
臼

井
理
事
長
を
は
じ
め
、
全

板
国
保
理
事
長
並
に
、
全

板
国
民
年
金
基
金
常
務
理

事
の
３
代
の
ご
出
席
の
下

で
開
催
さ
れ
た
。

総
代
会
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
県
板
か
ら
選
任
さ
れ
た

役
員
に
よ
る
構
成
で
、
愛

県
板
か
ら
は
山
名
の
方
が

出
席
さ
れ
た
。

今
回
は
役
員
改
選
も
な

く
議
案
審
議
の
み
と
な
り
、

平
成
７
年
度
の
事
業
報
告

並
に
決
算
報
告
が
可
決
さ

れ
た
、
尚
平
成
８
年
度
事

業
計
画
案
、
並
に
収
支
予

算
案
が
審
議
さ
れ
、
今
年

度
の
活
動
指
針
が
提
案
さ

れ
、
質
疑
応
答
に
よ
り
詳

平
成
８
年
４
月
１
日
か

ら
、
早
川
専
務
理
事
の
後

任
と
し
て
当
組
合
に
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
吉
田
政
次
（
よ
し

だ
ま
さ
つ
ぐ
）
と
申
し
ま

す
。
未
熟
者
で
す
が
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長
年
一
貫
し
て
同
じ
仕

事
を
し
て
き
ま
し
た
。
第

２
の
人
生
に
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
す
の
も
一

つ
の
手
段
で
あ
り
ま
す
が
、

人
生
は
一
度
し
か
な
い
と

思
っ
た
と
き
に
、
今
ま
で

と
異
な
っ
た
世
界
の
仕
事

を
し
て
み
た
い
と
思
い
、

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
に

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ま
だ
、
わ
ず
か
し
か
経

過
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
組

合
活
動
が
思
っ
て
い
た
よ

り
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る

の
に
驚
き
ま
し
た
。

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話７３２－１２２６

発行広報委員会

加
藤
・
羽
柴
、
監
査
役

の
ご
出
席
を
得
て
期
末

の
会
計
監
査
を
依
頼
、

適
性
と
承
認
さ
れ
た
。

細
な
報
告
の
下
賛
同
を
得

た
。
巷
で
は
景
気
浮
場
の

傾
向
も
報
道
さ
れ
て
い
る

が
、
私
共
の
業
界
に
と
っ

て
は
早
急
に
望
め
る
も
の

で
は
な
く
、
厳
し
い
状
況

下
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

引
綱
き
、
全
板
６
団
体
と

の
協
調
を
図
り
乍
ら
、
更

に
協
議
会
独
自
の
事
業
を

も
併
せ
て
推
進
し
、
各
県

板
の
組
合
員
個
々
の
企
業

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

指
針
と
し
、
活
力
あ
る
業

界
に
専
念
す
る
こ
と
を
事

業
計
画
の
基
本
方
針
と
、

活
動
目
標
が
発
表
さ
れ
、

左
記
の
通
り
全
員
一
致
に

よ
り
可
決
さ
れ
た
の
で
報

告
と
致
し
ま
す
。

一
、
全
板
連
策
定
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
て
業

界
末
端
迄
の
浸
透
化
。

一
、
責
任
施
工
制
度
の
普

及
推
進
。

一
、
企
業
意
識
に
基
づ
く

積
算
技
法
の
研
究
。

一
、
関
連
行
政
の
施
策
等

及
び
関
連
業
界
の
情
報

等
を
収
集
し
組
合
員
に

提
供
。

一
、
全
国
板
金
業
国
民
年

ウ
ぐ
う
ぐ
う
ｃ
ウ
ぐ
つ
ぐ
り
ぐ
り
ひ
り
ひ
り
ぐ
り
ぐ
り

愛

第
旧
回
中
部
板
金
工
業
組
合
協
議
会

総
代
会
静
岡
に
て
開
催

い
。
参
考
迄
に
愛
知
県

板
の
一
ヶ
月
の
賦
課
金

は
全
国
一
低
い
。

＊
会
計
監
査

平
成
八
年
四
月
二
二
日
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鴬

平
成
８
年
４
月
調
日

（
日
）
第
Ⅳ
回
の
青
年
部

通
常
総
会
が
知
多
ブ
ロ
ッ

ク
の
設
営
に
よ
り
東
海
市

の
東
海
市
立
商
工
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
、
時
帥
分

よ
り
知
多
支
部
の
沼
沢
恒

一
郎
氏
の
司
会
で
開
会
さ

れ
、
開
会
の
辞
の
後
、
松

井
県
板
青
年
部
長
の
挨
拶
、

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た

県
板
平
野
理
事
長
、
県

板
知
多
支
部
蟹
江
副
支

部
長
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
後
、
同
じ
く
来
賓
と

し
て
出
席
さ
れ
た
県
板
青

年
部
担
当
高
橋
銀
吾
氏
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
名

古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
瑞
穂
支
部

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
青
年
部

、

第
〃
回
通
常
総
会

個
伽
”
腿
陣
僻
陣
ｒ
Ｉ
ｒ
。
Ⅳ
理
“
吟

鰯

愛

魁

鍵
の
伊
藤
健
一
氏
を
議
長
に

選
出
し
て
議
審
に
入
り
ま

し
た
。
平
成
７
年
度
の
事

業
報
告
、
会
計
報
告
、
会

計
監
査
報
告
が
順
次
可
決

承
認
さ
れ
た
後
、
松
井
部

長
よ
り
次
期
（
平
成
９
、

皿
年
度
）
の
新
部
長
が
選

考
委
員
会
に
て
候
補
の
指

名
（
３
名
）
が
あ
り
、
平

成
８
年
４
月
６
日
の
幹
事

会
に
て
選
挙
投
票
の
結
果

決
定
、
承
認
さ
れ
た
旨
報

告
が
あ
り
、
東
三
支
部
の

河
田
雅
彦
君
が
次
期
青
年

部
長
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
８
年

度
の
役
員
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

に
於
て
河
田
雅
彦
君
（
東

三
）
が
第
、
位
に
入
賞
し

た
旨
報
告
が
在
り
ま
し
た
雪

午
後
１
時
よ
り
富
士
通

㈱
シ
ス
テ
ム
技
術
統
括
部

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
商
談
担

当
部
長
佐
藤
健
二
氏
に
よ

る
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入

労
働
省
・
県
・
公
共
職

業
安
定
所
で
は
、
外
国
人

の
適
正
な
雇
用
・
労
働
条

件
の
確
保
と
不
法
就
労
の

防
止
を
図
る
た
め
、
事
業

主
を
は
じ
め
広
く
一
般
の

理
解
と
協
力
を
求
め
て
、

６
月
を
「
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間
」
と
定
め
、

集
中
的
な
啓
発
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。◆

外
国
人
を
雇
用
す
る

際
の
留
意
点

①
外
国
人
の
就
労
は
、

就
労
可
能
な
在
留
資
格

を
持
つ
在
留
期
間
内
の

者
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

在
留
資
格
等
の
適
切
な

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
外
国
人
労
働
者
も
日

本
人
と
同
様
に
労
働
関

係
法
令
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

③
労
働
条
件
の
確
保
な

ど
適
切
な
雇
用
管
理
に

努
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

労
働
省
で
は
「
外
国
人

労
働
者
の
雇
用
・
労
働

条
件
に
関
す
る
指
針
」

を
策
定
し
、
こ
の
活
用

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

④
不
法
就
労
者
を
雇
用

し
た
者
や
あ
っ
せ
ん
し

た
者
は
「
不
法
就
労
助

つ
づ
い
て
平
成
８
年
度

の
事
業
計
画
と
収
支
予
算

が
上
程
さ
れ
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
議
案
審
議
終

了
後
、
表
彰
式
に
移
り
、

第
Ⅳ
回
県
板
青
年
部
技
能

競
技
大
会
入
賞
者
と
し
て
、

最
優
秀
賞
に
朝
岡
昇
君

（
岡
崎
）
、
優
秀
賞
に
宇

野
賢
君
（
岡
崎
）
、
同

じ
く
片
山
匡
裕
君
（
岡
崎
）

の
３
名
が
平
野
理
事
長
よ

り
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
第
５
回
県
板
青
年
部

建
築
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
者
と
し
て
優
秀
賞
に

河
田
雅
彦
君
（
東
三
）
、

同
じ
く
優
秀
賞
に
藤
井
秀

幸
君
（
東
三
）
の
２
名
が

平
野
理
事
長
よ
り
表
彰
状

と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
、
第
岨

回
全
国
建
築
板
金
競
技
大

会
の
結
果
発
表
が
あ
り
、

『
技
能
競
技
の
部
』
に
於

て
朝
岡
昇
君
（
岡
崎
）

が
第
２
位
、
宇
野
賢
君

（
岡
崎
）
が
第
４
位
に
入

賞
又
『
建
築
技
術
の
部
』

》
‐
閏

以
上
五
十
五
歳
未

満
で
優
秀
な
技
能

を
有
し
、
他
の
技

能
者
の
模
範
と
認

め
ら
れ
て
現
在
も

現
役
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

後
藤
氏
は
訓
練

校
で
も
講
師
助
手

を
勉
め
後
継
者
育

成
に
尽
力
し
て
い

る
と
の
こ
と
今
後

も
板
金
業
界
発
展

技
術
水
準
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
た
い
。

鷲
見

門
』
の
講
演
会
が
２
時
間

に
渡
り
行
わ
れ
ま
し
た
が

自
分
が
考
え
て
い
た
以
上

に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
い

う
物
は
進
ん
で
い
る
事
が

分
か
り
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

豊
田
松
井

』
》

名
古
屋
市
技
能
職
団
体

連
合
会
で
は
、
例
年
名
古

屋
市
に
在
住
す
る
優
秀
な

技
能
者
を
た
た
え
表
彰
し

て
い
る
。

名
古
屋
技
能
職
団
体
連

合
会
は
四
十
八
職
種
あ
る

業
種
の
発
展
及
び
技
術
水

準
技
能
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
優
秀
技
能

者
を
表
彰
し
て
い
る
。

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

つ
Ｃ
Ｄ
ぐ
り
ぐ
り
ｃ
つ
ぐ
り
ぐ
つ
ぐ
つ
ぐ
つ
ぐ
ウ
６
つ
ぐ
う
ぐ
り
Ｃ
Ｄ
Ｃ
つ
ぐ
つ
ぐ
う
ぐ
つ
ぐ
つ
ぐ
つ
ぐ
心
ｃ
⑪
Ｃ
Ｄ
Ｃ

名
古
屋
市
技
能
職
団
体
連
合
会

第
十
一
回
優
秀
技
能
者
表
彰

蕗

署蝋

§識
蔑詫乳.減世:

蕊

で
は
千
種
支
部
の
後
藤
実

氏
三
十
五
才
を
推
薦
三
月

二
十
七
日
に
名
古
屋
市
南

区
北
頭
レ
イ
ン
ポ
ー
ホ
ー

ル
東
側
の
サ
ン
笠
寺
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
板
金
工
の

名
古
屋
市
優
秀
技
能
士
と

し
て
表
彰
さ
れ
た
。

こ
の
表
彰
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
者
は
技
能
者

と
し
て
経
験
年
数
が
十
五

年
以
上
で
年
齢
が
三
十
才

長
罪
」
に
よ
り
処
罰
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

⑤
仲
介
ブ
ロ
ー
カ
ー
を

通
じ
た
募
集
・
採
用
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
外
国
人
雇
用
状
況
報

告
制
度

６
月
１
日
現
在
で
、

外
国
人
を
雇
用
す
る
事

業
主
か
ら
、
そ
の
状
況

を
公
共
職
業
安
定
所
に

報
告
し
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
。
不
法
就
労
者

等
の
摘
発
を
目
的
と
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
是
非
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
日
系
人
の
雇
用
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
系
人
専
門
の
職
業

紹
介
・
労
働
相
談
機
関

と
し
て
労
働
省
が
一
名

古
屋
日
系
人
雇
用
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
求
人

の
申
込
み
は
公
共
職
業

安
定
所
で
取
扱
い
ま
す
。

ｑ
お
問
い
合
わ
せ
は
名

古
屋
東
公
共
職
業
安
定

所
求
人
部
門
（
電
話
０

５
２
１
７
７
４
１
１
１

１
５
内
線
３
０
～
３

２
）
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

梱
談
役

神
谷
聡
知
多

談
役

松
井
繁
豊
田

査

朝
岡
昇
岡
崎

会
計

金
沢
厚
博

西
春

計.

近
藤
康
則

東

苔
記

淀
川
典
昭

昭
和

替
記

榊
原
弘
知
多

副
部

長

河
田
雅
彦

東
二

部
長

松
井
祐
治

豊
田



豊
田
板
金
工
業
組
合

平
成
７
年
度
定
時
総
会

板(3)平成８年５月１５日 第３０５号

ｃ
り
ぐ
り
ぐ
り
ｃ
ウ
ｃ
ウ
ぐ
つ
ｃ
つ
ぐ
ウ
ぐ
り
Ｃ
う
い
う
ｃ
う
Ｃ
Ｄ
ぐ
つ
ｃ
う
ｃ
ウ
い
り
０

６
日
定
時
総
会
帥
名

訓
日
第
１
回
役
員
・

班
長
会
濁
名

知
多
支
部

、
日
支
部
理
事
会

浬
日
第
１
回
役
員
会

肥
日
県
板
青
年
部
総

会
を
知
多
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
（
東
海
市

商
工
会
館
）

東
三
支
部

１
日
三
役
・
訓
練
校

会
議
ｎ
名

４
日
地
区
長
・
班
長

会
議
咽
名

６
日
定
例
会
別
名

溺
日
三
役
会
６
名

鯛
日
地
引
網
和
名

蝋 ４
月
四
日
午
前
５
時
帥

分
起
床
、
カ
ー
テ
ン
ご
し

に
陽
が
差
す
。
今
日
は
絶

好
の
地
引
網
日
和
だ
。
が
、

船
を
出
す
出
さ
な
い
は
、

漁
師
さ
ん
が
決
め
る
こ
と
、

７
時
現
場
着
、
「
波
静
か

な
り
」
漁
師
さ
ん
を
手
配

し
て
く
れ
と
村
田
さ
ん
・

顔
を
見
る
な
り
Ｏ
Ｋ
サ
イ

ン
。
「
イ
ェ
ー
」
と
親
指

を
出
す
私
、
役
員
、
青
年

部
で
テ
ン
ト
張
り
や
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
支
度
を

す
る
。
漁
師
さ
ん
今
年
初

め
て
の
網
入
れ
だ
そ
う
で
、

船
外
機
の
調
子
が
あ
ま
り

良
く
な
く
、
船
を
出
す
前

に
一
汗
か
い
た
。
９
時
す

こ
し
前
に
、
い
よ
い
よ
船

小
屋
か
ら
出
す
。
ト
ラ
ク

タ
ー
で
引
っ
張
り
、
コ
ロ

を
順
番
に
敷
い
て
動
か
す
。

波
打
ち
際
で
も
た
つ
い
た

蕊
Ｅ

瀞~鑓
懲.-14

東
三
支
部

鐸

Ｒ

螺
１
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一

社
訓
一

．
Ｉ
‐
Ｉ

作
成
し
、
仕
事
の
進
行

と
共
に
空
欄
を
埋
め
て

行
け
。
こ
れ
を
企
画
と

い
》
っ
。

一
、
行
な
う
べ
き
作
業
を

列
記
し
、
項
目
に
優
先

順
位
を
つ
け
る
事
。

｜
、
行
動
は
敏
速
を
旨
と

す
る
。
こ
の
た
め
に
動

作
は
き
び
き
び
と
、
言

語
は
簡
潔
明
瞭
、
大
き

な
声
で
て
き
ぱ
き
と
進

め
る
事
。

一
、
い
か
な
る
困
難
に
直

面
し
て
も
目
的
を
放
棄

せ
ず
時
が
深
更
に
及
ぼ

う
と
も
最
後
ま
で
や
り

遂
げ
る
不
退
転
の
強
い

意
志
を
持
っ
て
か
か
る

一
宮
支
部

岨
日
役
員
会

四
日
青
年
部
定
例
会

津
島
支
部

５
日
総
会
唱
名

小
牧
支
部

羽
日
夕
食
会
７
名

西
三
板
金
連
合
会

凪
日
幹
事
会
酌
名

２
日
西
三
板
金
技
能

士
会
技
能
検
定

受
験
申
請
受
付

岡
崎
支
部

ｕ
日
役
員
会
哩
名

豊
田
支
部

引
網

が
船
外
機
が
う
な
り
だ
す

と
、
さ
す
が
水
を
得
た
漁

師
さ
ん
、
あ
っ
と
い
う
間

に
沖
へ
出
る
、
陸
に
船
を

上
げ
ト
ラ
ク
タ
ー
の
応
援

も
あ
っ
た
が
、
み
ん
な
声

を
出
し
て
引
く
、
「
あ
っ

魚
だ
」
と
子
供
の
声
、

「
も
っ
と
引
け
－
」
と
漁

師
さ
ん
。
い
る
い
る
魚
が

い
っ
ぱ
い
大
漁
だ
。
「
入

れ
物
を
持
つ
て
こ
Ｉ
い
、

ク
ー
ラ
ー
を
持
っ
て
い
る

人
は
早
く
こ
－
い
」
と
大

さ
わ
ぎ
、
「
コ
ノ
シ
ロ
、

イ
ワ
シ
、
小
イ
ワ
シ
、
ゼ

ン
メ
イ
、
コ
ウ
ナ
ゴ
」
全

部
で
一
○
○
蛇
ぐ
ら
い
は

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
・

大
人
約
一
八
○
名
子
供
約

五
○
名
の
多
数
の
参
加
が

あ
り
、
刺
身
、
焼
き
魚
、

フ
ラ
イ
、
焼
肉
、
焼
ソ
バ

と
料
理
に
舌
づ
つ
み
、
約

蕊'鰯

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１

－
我
社
の

…
…

．
’
’
’
’

一
、
さ
あ
や
ろ
う
。
時
間

厳
守
、
行
動
５
分
前
に

は
所
定
の
場
所
で
、
仕

事
の
準
備
と
心
の
準
備

を
整
え
て
待
機
し
て
る

事
。

一
、
行
動
に
当
っ
て
は
短

期
間
に
最
高
の
成
果
を

上
げ
る
こ
と
を
心
に
誓

え
。
や
っ
て
や
る
ぞ
一

声
叫
べ
・

一
、
指
示
を
受
け
た
ら
大

き
な
声
で
ハ
イ
と
返
事

を
し
、
た
だ
ち
に
と
り

か
か
る
こ
と
。
い
っ
た

ん
行
動
を
開
始
し
た
の

ち
は
ラ
イ
オ
ン
の
如
く

勇
猛
に
・

一
、
は
じ
め
に
報
告
書
を

、
３
３
８
＃
＃
，
＃
＃
３
８
３
８
３
８
３
＃
８
３
３
３
３
３
ヂ

》
４
月
各
支
部
の
動
き
一

帳
３
３
＃
＃
＃
３
３
＃
＃
＃
＃
＃
３
３
＃
３
３
＃
＃
３
８
３
も

豊
田
板
金
工
業
組
合

（
甲
部
安
男
組
合
長
）
は
、

さ
る
４
月
６
日
（
土
）
料
亭

『
ち
か
ら
』
に
於
い
て
平

成
７
年
度
の
定
時
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と

し
て
県
板
平
野
理
事
長
・

横
山
興
業
横
山
社
長
の
御

臨
席
を
賜
り
、
出
席
者
卵

名
で
開
催
さ
れ
た
総
会
は
、

樹
神
伸
光
氏
を
議
長
に
選

出
し
、
議
案
審
議
に
入
り
、

第
１
号
議
案
の
平
成
７
年

度
事
業
報
告
よ
り
順
次
可

決
承
認
さ
れ
、
第
６
号
議

案
に
於
い
て
役
員
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
５
名
の

選
考
委
員
が
選
ば
れ
、
別

室
に
て
協
議
さ
れ
た
結
果

新
組
合
長
に
西
俣
章
氏
が

選
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
、
組
合

創
立
如
周
年
を
記
念
し
て

組
合
員
全
員
に
記
念
の

ポ
ー
チ
バ
ッ
グ
と
紅
白
の

鰻
頭
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

澱
…
…

二
三
○
名
の
胃
袋
は
す
ご

い
、
肉
三
○
○
館
、
烏
も

も
五
蛇
、
焼
ソ
バ
一
三
○

食
、
そ
れ
に
魚
数
十
蛇
、

魚
が
と
れ
な
か
っ
た
ら
、

買
い
に
走
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
本
当
に
と
れ
て
よ

か
っ
た
。
去
年
は
ど
し
ゃ

ぶ
り
の
雨
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
だ
っ
た
の
で
、
今

愛

識蕊
昭
和
支
部

８
日
支
部
例
会
出
名

中
支
部

週
・
哩
日
総
会
及
び

研
修
旅
行
吉
良

温
泉
（
東
園
）

哩
名

名
古
屋
板
金
連
合
会

ｕ
日
役
員
会

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
妬
名

哩
日
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

春
日
井
カ
ン
ト

リ
ー
西
コ
ー
ス
皿

名

ま
た
、
室
を
か
え
て
懇
親

会
が
開
か
れ
、
宴
が
す
す

む
に
つ
れ
色
々
な
話
題
が

飛
び
交
い
、
和
気
あ
い
あ

い
の
内
に
お
ひ
ら
き
と
な

り
ま
し
た
。
後
日
役
員
会

が
開
催
さ
れ
役
員
が
以
下

の
様
に
決
ま
り
ま
し
た
。

組
合
長
西
俣
章

副
組
合
長
松
井
祐
治

副
組
合
長
三
浦
誠
治

会
計
福
田
益
雄

書
記
松
井
繁

事
。

一
、
行
動
の
価
値
を
決
定

す
る
の
は
、
所
要
時
間

と
結
果
の
よ
し
悪
し
で

あ
る
。
最
も
短
い
時
間

で
最
良
の
結
果
を
得
ら

れ
る
よ
う
常
に
手
順
、

方
法
を
工
夫
改
善
し
、

昨
日
よ
り
今
日
、
今
日

よ
り
明
日
と
、
時
間
の

短
縮
と
結
果
の
向
上
を

図
る
事
。

一
、
行
動
は
命
令
者
へ
の

結
果
報
告
に
よ
っ
て
完

了
す
る
。
や
り
っ
ぱ
な

し
は
何
も
し
な
い
よ
り

ま
だ
悪
い
。
報
告
及
び

事
後
処
理
を
完
壁
に
や

る
事
。

パ
パ

い
う
Ｃ
り
ｃ
９
Ｃ
Ｄ
ｃ
う
ぐ
ウ
い
う
⑱

認
年
は
地
引
網
も
で
き
、
大
漁

だ
っ
た
し
、
よ
か
っ
た
、
よ

か
っ
た
。
子
供
達
は
青
年
部

恒
例
の
宝
さ
が
し
や
ゲ
ー
ム

に
楽
し
ん
で
い
た
。
午
後
一

時
頃
解
散
、
役
員
青
年
部
、

用
意
か
ら
片
付
け
ま
で
ご
苦

労
様
で
し
た
。
来
年
も
ま
た

大
漁
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

東
三
吉
田

蕊



で
な
い
と
出
来
な
い
。
し

か
し
ガ
イ
ド
は
観
光
客
の

母
国
語
が
す
べ
て
話
せ
る

訳
で
は
な
い
の
で
日
本
人

に
は
日
本
語
の
話
せ
る
通

訳
を
兼
ね
た
ガ
イ
ド
助
手

が
同
行
し
て
説
明
す
る
。

し
た
が
っ
て
二
人
の
ガ
イ

ド
が
付
く
事
に
な
る
。
（
観

光
ガ
イ
ド
助
手
を
し
な
が

ら
勉
学
す
る
日
本
人
女
性

が
多
い
）

ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
観
光
の

中
心
は
サ
ン
・
マ
ル
コ
寺

院
と
そ
の
前
に
広
が
る
サ

ン
・
マ
ル
コ
広
場
、
そ
し

て
こ
の
街
一
番
の
目
抜
き

通
り
で
迷
路
の
よ
う
な
狭

い
小
間
物
横
丁
を
通
り
大

運
河
に
架
か
る
リ
ア
ル
ト

橋
に
至
る
一
帯
が
一
番
の

賑
や
か
な
所
で
あ
る
。
サ

ン
・
マ
ル
コ
広
場
に
は
い

つ
も
世
界
中
の
観
光
客
が

い
っ
ぱ
い
集
ま
っ
て
い
る
。

正
面
に
サ
ン
・
マ
ル
コ
寺

院
、
そ
の
右
手
に
ド
ゥ
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ぐ
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿

斎
藤
充
昭

ｊ

ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
一
一く

翌
朝
、
早
起
き
を
し
て

サ
ン
・
マ
ル
コ
寺
院
の
朝

の
様
子
と
島
中
で
鳴
り
出

す
教
会
の
鐘
の
音
を
聞
く

た
め
、
カ
メ
ラ
と
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
と
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
持
っ
て
海
岸
広
場

に
出
る
。
明
け
き
ら
ぬ
早

朝
の
人
影
も
ま
ば
ら
な
ホ

テ
ル
前
の
石
畳
み
を
散
策

し
な
が
ら
時
を
待
つ
。
ホ

テ
ル
前
に
は
バ
ポ
レ
ッ
ト

（
水
上
バ
ス
）
や
水
上
タ

ク
シ
ー
の
船
着
き
場
が
あ

り
、
交
通
機
関
で
働
く
人

の
朝
は
早
く
す
で
に
エ
ン

ジ
ン
を
回
し
出
発
の
準
備

ｑ
サ
ン
・
マ
ル
コ
寺
院

は
感
動
の
連
続

で
あ
っ
た
。

朝
食
の
後
、

日
本
語
ぺ
ラ
ペ

ラ
の
イ
タ
リ
ア

人
ガ
イ
ド
の
案

内
で
市
内
観
光

に
出
掛
け
る
。

イ
タ
リ
ア
の
観

光
ガ
イ
ド
は
政

府
観
光
局
の
厳

し
い
試
験
に
合

格
し
た
者
に
資

格
が
与
え
ら
れ

る
。
寺
院
な
ど

内
部
で
の
説
明

は
資
格
ガ
イ
ド

な
い
安
全
な
街
だ
か
ら
安

心
し
て
歩
け
る
。
水
の
都

の
一
番
の
楽
し
み
は
ゴ
ン

ド
ラ
ッ
ア
ー
だ
。
先
の
と

が
っ
た
黒
塗
り
の
五
人
乗

り
ゴ
ン
ド
ラ
ニ
膿
に
分
か

れ
て
乗
り
込
む
。
そ
し
て

歌
手
と
ア
コ
ー
デ
オ
ン
弾

き
を
乗
せ
た
一
行
の
豪
華

ゴ
ン
ド
ラ
は
陽
気
な
ゴ
ン

ド
リ
エ
ー
レ
（
漕
ぎ
手
）

に
よ
っ
て
ゆ
っ
く
り
狭
い

運
河
を
進
む
。
ア
コ
ー
デ

オ
ン
の
奏
で
る
イ
タ
リ
ア

民
謡
や
歌
手
の
歌
う
「
サ

ン
タ
ル
チ
ア
」
「
帰
れ
ソ

レ
ン
ト
」
な
ど
素
晴
ら
し

い
声
量
と
美
声
に
聞
き
惚

れ
な
が
ら
、
行
き
交
う
ゴ

ン
ド
ラ
に
漕
ぎ
手
ど
う
し

が
陽
気
に
声
を
掛
合
い

次
々
に
変
わ
る
運
河
の
風

景
に
み
と
れ
、
橋
の
上
か

ら
カ
メ
ラ
を
向
け
た
り
手

を
振
る
観
光
客
に
応
え
な

が
ら
ゴ
ン
ド
ラ
は
大
運
河

に
架
か
る
リ
ア
ル
ト
橋
の

手
前
に
出
て
終
わ
り
に

な
っ
た
。
こ
の
間
約
一
時

間
の
ゴ
ン
ド
ラ
遊
覧
が
短

く
感
じ
ら
れ
、
歌
手
の
歌

声
と
共
に
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア

観
光
最
良
の
想
い
出
と

な
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア

に
は
機
会
が
あ
れ
ば
何
度

で
も
出
掛
け
た
い
と
思
う
。

出
来
れ
ば
一
ヶ
月
位
滞
在

し
た
い
街
の
一
つ
に
な
っ

た
。

グ
ラ
ッ
チ
ェ
・ヴ

ェ
ネ
ッ
ィ
ア

工
の
説
明
を
聞
き
ガ
ラ
ス

工
芸
の
実
演
を
見
た
後
、

二
階
の
展
示
販
売
フ
ロ

ア
ー
へ
上
る
。
棚
に
並
べ

ら
れ
た
赤
・
緑
・
紫
・
金

色
な
ど
目
の
覚
め
る
様
な

く
ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス
特
有

の
爽
や
か
な
色
合
い
の
グ

ラ
ス
類
に
圧
倒
さ
れ
る
。

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
か

ら
か
な
り
手
の
込
ん
だ
芸

術
作
品
並
の
物
ま
で
大
小

さ
ま
ざ
ま
の
形
や
色
か
ら

日
本
酒
セ
ッ
ト
で
約
三
万

五
千
円
く
ら
い
。
ヴ
ェ
ネ

ッ
ィ
ア
観
光
記
念
に
ワ
イ

ン
グ
ラ
ス
を
一
個
一
万
四

千
円
で
買
う
。
グ
ラ
ス
一

個
の
値
段
に
し
て
は
か
な

り
高
い
と
思
う
が
そ
れ
だ

け
の
価
値
は
有
る
。
も
と

も
と
ガ
ラ
ス
製
品
は
割
れ

る
物
と
思
い
込
ん
で
い
た

が
グ
ラ
ス
を
打
ち
合
っ
て

も
床
に
落
と
し
て
も
割
れ

な
い
の
に
は
驚
い
た
。
ガ

ラ
ス
エ
房
か
ら
も
う
一
つ

の
名
産
品
で
あ
る
く
ネ
チ

ア
ン
レ
ー
ス
の
店
で
目
の

保
養
を
し
、
い
ろ
ん
な
店

が
連
な
る
迷
路
を
歩
き
回

り
写
真
を
撮
っ
た
り
店
を

覗
い
た
り
バ
ー
ル
（
イ
タ

リ
ア
風
立
ち
飲
み
喫
茶

店
）
で
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
（
ミ

ル
ク
入
り
コ
ー
ヒ
ー
）
を

飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
大
勢

の
観
光
客
と
一
緒
に
ヴ
ェ

ネ
ッ
ィ
ア
を
満
喫
す
る
。

こ
の
街
に
は
観
光
客
を
狙

う
ス
リ
や
サ
ギ
な
ど
は
居

に
余
念
が
な
い
。

対
岸
の
サ
ン
ジ
ョ
ル

ジ
ョ
・
マ
ジ
ョ
レ
ー
島
の

高
い
鐘
楼
や
円
形
屋
根
の

教
会
も
全
容
を
見
せ
始
め

る
。
午
前
七
時
サ
ン
・
マ

ル
コ
寺
院
の
鐘
が
鳴
り
出

し
た
。
そ
れ
と
共
に
島
中

の
教
会
の
鐘
が
カ
ラ
ン
・

カ
ラ
ン
と
遠
く
近
く
一
斉

に
鳴
り
始
め
、
澄
ん
だ
音

色
は
心
に
響
く
。
鐘
の
音

に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に

島
の
端
か
ら
太
陽
が
昇
り

始
め
教
会
や
宮
殿
、
岸
辺

の
船
な
ど
を
オ
レ
ン
ジ
色

に
染
め
る
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア

の
素
晴
ら
し
い
朝
の
光
景

愛

カ
ー
レ
宮
殿
、
左

側
に
新
政
庁
と
鐘

楼
、
寺
院
の
正
面

に
コ
ッ
レ
ー
ル
博

物
館
が
石
畳
み
の

広
場
を
囲
ん
で
お

り
、
そ
の
昔
ナ
ポ

レ
オ
ン
が
「
世
界

で
最
も
美
し
い
客

間
」
と
絶
賛
し
た

と
か
。
聖
マ
ル
コ

の
遺
体
を
納
め
る

た
め
に
建
て
ら
れ

た
サ
ン
・
マ
ル
コ

寺
院
は
別
名
「
金
色
の
教

会
」
と
言
わ
れ
、
内
部
は

金
色
に
輝
き
巨
大
な
円
形

屋
根
を
い
く
つ
も
組
み
合

わ
せ
た
複
雑
な
構
造
に
旧

約
聖
書
か
ら
テ
ー
マ
を

取
っ
た
円
形
天
井
や
床
の

モ
ザ
イ
ク
画
、
窓
に
は
め

込
ま
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
、
太
い
柱
の
装
飾
品
な

ど
厳
粛
な
中
に
華
麗
な
宗

教
芸
術
の
極
致
に
我
を
忘

れ
る
。
ベ
ネ
チ
ア
ン
・
ゴ

ジ
ッ
ク
の
粋
を
凝
ら
し
た

壮
麗
な
建
築
ド
ゥ
カ
ー
レ

宮
殿
に
感
動
し
、
囚
人
が

投
獄
さ
れ
る
時
に
渡
っ
た

「
た
め
息
の
橋
」
を
渡
っ

て
、
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
、

金
細
工
、
レ
ー
ス
編
み
な

ど
並
ぶ
小
間
物
横
丁
の

ウ
ィ
ン
ド
を
覗
き
な
が
ら
、

ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
で
は
ど
う

し
て
も
見
逃
す
事
の
出
来

な
い
ベ
ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス

の
工
房
へ
行
く
。
流
ち
ょ

う
な
日
本
語
で
ガ
ラ
ス
細

瀞
編
集
後
記

花
冷
え
の
陽
気
の
せ
い

で
桜
の
花
も
長
持
ち
し
て

い
つ
も
の
年
よ
り
長
く
花

見
を
さ
せ
て
く
れ
た
。

花
は
景
気
の
底
冷
え
を

解
消
し
よ
う
と
す
る
か
の

よ
う
に
絢
燭
と
咲
い
て
は

く
れ
た
が
、
日
本
の
景
気

は
一
部
に
好
況
に
転
じ
た

業
界
が
あ
る
も
の
の
全
体

的
に
は
一
向
に
回
復
の
兆

し
を
見
せ
て
い
な
い
。

そ
し
て
毎
朝
新
聞
を
開

け
ば
住
専
関
連
、
オ
ウ
ム
、

薬
害
エ
イ
ズ
な
ど
カ
ラ
ス

は
鳴
か
ず
と
も
こ
れ
ら
の

暗
い
記
事
が
載
ら
な
い
日

は
無
い
と
言
わ
れ
る
く
ら

い
の
常
連
で
あ
る
。

住
専
問
題
の
行
政
、
母

体
行
、
住
専
、
ワ
ル
の
借

側
正
常
で
な
い
オ
ウ
ム
主

宰
者
と
今
だ
に
解
脱
出
来

な
い
取
り
巻
き
連
中
、
血

友
病
患
者
の
治
療
に
輸
入

非
加
熱
製
剤
を
使
用
し
て

エ
イ
ズ
に
感
染
さ
せ
た
関

係
者
な
ど
。
言
葉
は
悪
い

が
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
自

分
勝
手
な
ワ
ル
ば
か
り
。

そ
し
て
よ
け
い
腹
が
立
つ

の
は
こ
れ
ら
に
我
々
の
納

め
た
税
金
が
使
わ
れ
る
事

で
有
る
。
関
係
者
負
担
が

当
然
の
事
と
考
え
る
の
は

私
だ
け
だ
ろ
う
か
？
。

四
月
二
十
六
日
③
晴

一
一
一
○
五
号
編
集
会
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委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
終
了
③


